
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『はじめましてモグラくん』  

川田 伸一郎／著 少年写真新聞社（2012年） 

 

 みなさんはモグラについてどんなことを知ってい

ますか。実際にモグラをつかまえて、観察する様子

を見てみましょう。大きさはどれくらいでしょうか。

この本には捕まえる方法も載っています。骨や歯を

調べることで、どんなところに住んで、どんなもの

を食べているか推測
すいそく

することができます。目は見え

るの？モグラの敵
てき

はなに？何種類いるの？モグラは

私たちと同じ哺乳類
ほにゅうるい

。まだまだなぞに 

つつまれています。この本でモグラの 

なぞめいた地中
ちちゅう

トンネル生活の世界を 

調べてみましょう。 

『水族館飼育係だけが見られる世界 

毎日は発見と感動に満ちている』 

下村 実／著 ナツメ社（2024年） 

 

 水族館の仲間たちは、どうやって水族館に来たの

でしょうか。水族館生まれで水族館育ちの魚たちだ

け？海からはるばるやってきて、水族館で暮らして

いる魚たちも多くいます。大阪の『海遊館』で初め

て展示されたジンベエザメもその一匹。沖縄の海で

暮らしていたジンベエザメは、船と車を乗り継いで

大阪にやってきました。怒ったら怖い 

アザラシ、人を選んでいるイルカ、パ 

ンチが強すぎるペンギンなど、飼育係 

だけが見られる世界をのぞいてみま 

しょう。 

『おいでよ！ラッコ沼への招待状』  

今泉 忠明／監修 世界文化社（2025年） 

 

 ラッコってとてもかわいいですよね。長い体、短い

手足。ラッコはもともとイタチの仲間でした。草原や

森で住みにくくなり他の場所に移動したのが、オコジ

ョ、テン、カワウソ、ラッコです。みんな顔も似てい

ますよね。ラッコは寒くて冷たい海で生きていくため

に、とても暖かい毛を手に入れ、かたい貝も割って食

べる技を身につけ、寝る時はコンブを巻きつけます。

さあ、かわいくてしたたかに生きるラッ 

コの沼にはまりましょう。日本の水族館 

にいるラッコの写真もいっぱいのってい 

ますよ。 

 

『あなたは嫌いかもしれないけど、 
とってもおもしろい蚊の話』 

三條場 千寿・比嘉 由紀子・沢辺 京子／著 

山と渓谷社（2019年） 

 

 蚊は病気を媒介
ばいかい

し、世界でいちばん人を殺す危な

い生物だそうです。この本は蚊を愛する３人の蚊学

者によって、病気の話から防除
ぼうじょ

の話まで、イラスト

付きでとてもわかりやすく解説されています。なぜ

何回も刺すの？なぜかゆいの？蚊に刺されやすい服

の色は？というQ＆Aから、血を吸わ 

ずに仲間を食べる蚊の話、魚（トビハ 

ゼ）の血を吸う蚊の話など、興味深い 

話が詰まっています。 

 

『それでもがんばる！どんまいなペンギン図鑑』  

渡辺 佑基／監修 宝島社（2018年） 

 

 愛らしいビジュアルで能力も高いペンギン。しか

し、どこかぬけていてずれている一面をもっている

のです。「ペンギンが飛ばなくなった理由は？」、「も

ふもふとした触り心地を想像するけれど実は……。」

など、謎多きペンギンの生態について、どこか「ど

んまい」と思えるおもしろいエピソードを 50 個紹

介しています。また、ペンギンの調査のために南極

に滞在する著者の実体験もコラムで楽 

しく読むことができます。読んだ後は 

ペンギンに愛着が湧くこと間違いなし！ 

『１５歳の昆虫図鑑』  

五十嵐 美怜／著 講談社（2024年） 

 

 この本は、虫が大好きな転校生の吉岡さんと、ク

ラスメイトたちのおはなしがつまった短編集です。

みんなそれぞれ悩みを抱えていますが、吉岡さんの

持つ虫の知識で、自分らしく前向きな気持ちになっ

ていきます。おはなしのタイトルも、「コセアカアメ

ンボ」「ジャコウアゲハ」など虫の名前になっていて、

おはなしを楽しみながら虫の生態も知ることができ

ます。虫が好きな人も、虫のことをあ 

まり知らない人も楽しめる作品です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にもあるよ こんな本 

・『大江戸虫図鑑』 

西田 知己／著 東京堂出版 （2023年） 

 

・『ミルキーウェイ 竹雀農業高校牛部』 

堀米 薫／著 新日本出版社 （2024年） 

 

・『虫ぎらいはなおるかな？』 

金井 真紀／著 理論社 （2019年） 

 

・『午後からはワニ日和』 

似鳥 鶏／著 文芸春秋 （2012年） 

 

・『「ゴキブリ嫌い」だったけどゴキブリ研

究はじめました』 

柳澤 静磨／著 イースト・プレス  

（2022年） 

 

・『ステイ！ ぼくとシェパードの５ヵ月の戦い』 

青谷 真未／著 早川書房 （2024年） 

 

・『動物園を100倍楽しむ！ 

飼育員が教えるどうぶつのディープな話』 

大渕 希郷／著 緑書房 （2023年） 

 

・『リカバリー・カバヒコ』 

青山 美智子／著 光文社 （2023年） 

 

・『鳥はなぜ鳴く？ホーホケキョの科学』 

松田 道生／著 中村 文／絵 理論社 

（2019年） 

 

富田林市立図書館 

２０２６年  ９月 発行 

 

面白い本は 

見つかったかな？ 

 

次回も 

お楽しみに！！ 

生き物 


